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令和６年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査について 

 

 １ 調査の概要  

（１）対象学年 

   ・ 小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年 

   ・ 中学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年 

（２）調査の内容 

  ① 児童生徒に対する調査 

ア 実技調査 

     ・ 小学校、中学校ともに８種目で実施 

    ・ 中学校は持久走と 20ｍシャトルランから選択 

 

 

イ 運動習慣等調査 

 

② 学校に対する質問紙調査 

  （子どもの体力向上等に係る取組等に関する質問紙調査） 

③ 教育委員会に対する質問紙調査 

  （子どもの体力向上等に係る施策等に関する質問紙調査） 

（３）調査の実施期間 

   ・令和６年４月～７月の間に各学校において実施 

（４）本県の調査学校数（公立学校）・児童生徒数 

校種 学校総数 調査実施校数 標本数 

公立小学校 232 226 12,798 （男：6,602 女：6,196） 

公立中学校 110 101  11,128 （男：5,744 女：5,384） 

実技種目 単位 体力 測定方法 

① 握力 kg 筋力 左右握力の平均値 

② 上体起こし 回 
筋力 

筋持久力 
30 秒間に上体を起こした回数 

③ 長座体前屈 cm 柔軟性 長座位で前屈したときの両手の前方への移動距離 

④ 反復横跳び 点 敏捷性 20 秒間に両脚で左右側方に反復跳躍した回数 

⑤ 

-1 
持久走 秒 全身持久力 

男子 1500m、女子 1000m 

の走行時間 
⑤ 

-2 
20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 回 全身持久力 20m 走行の折り返し回数 

⑥ 50ｍ走 秒 スピード ５０m の疾走時間 

⑦ 立ち幅跳び cm 瞬発力 両脚で前方へ跳躍した直線距離 

⑧ 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ 
m 

巧緻性 

瞬発力 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙを遠投した距離（小学校） 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙを遠投した距離（中学校） 

体力合計点 点 
８種目のテスト成績を１点から 10 点に得点化して総和したテスト

合計得点 

どちらかの 
１種目を選択 
（中学校）  
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 ２ 結果の概要   

（１）全国  

① 体力合計点の状況 

   ・ 体力合計点については、中学校男子ではコロナ前の水準に戻ったが、小学校男子及び中学校女

子では前年度からほぼ横ばい、小学校女子は引き続き低下している。 

 

② 運動習慣等調査の状況 

・ １週間の総運動時間が 420 分以上の割合は、小学校で増加、中学校男子は横ばい、中学校女

子は減少した。60分未満の割合は、小学校でほぼ横ばい、中学校は減少した。 

・ 学習以外のスクリーンタイムが「３時間以上」の割合は、小中学校男女ともに増加した。 

 「運動は好き」と答えた児童生徒は、小中学校男女ともに増加し、中学校男子では過去最高

となった。「体育・保健体育は楽しい」と答えた児童生徒は、小中学校男女ともに増加し、小

中学校男子は過去最高となった。 

 

（２）滋賀県 

① 体力・運動能力調査の結果 

  〈体力合計点の状況〉 

・ 令和５年度に比べて、中学校の男女は上昇したが、小学校の男女は低下した。 

・ 中学校男子は、本年度も全国平均を上回った。 

  〈種目別の状況〉 

・ 小学校男子：令和５年度に比べて、上体起こし、反復横跳び、ソフトボール投げが上昇した。

全国平均と比較すると、立ち幅跳びは上回っている。 

・ 小学校女子：令和５年度に比べて、上体起こし、反復横跳びが上昇した。全国平均と比較す

ると、すべての種目において下回っている。 

・ 中学校男子：令和５年度に比べて、反復横跳び、２０ｍシャトルラン、ハンドボール投げが 

上昇した。全国平均と比較すると、上体起こし、反復横跳び、立ち幅跳びは上 

回っている。 

・ 中学校女子：令和５年度に比べて、反復横跳び、５０ｍ走、立ち幅跳びが上昇した。全国平 

均と比較すると、立ち幅跳びは上回っている。 

 

  ② 運動習慣等調査の結果 

・ １週間の総運動時間は、令和５年度に比べて、小・中学校の男子は増加したが、小・中学校

の女子は減少した。 

・ スクリーンタイムが４時間以上の割合は、令和５年度に比べて、小・中学校ともにやや増加

した。 

・ 「運動やスポーツが好き」と答えた児童生徒の割合は、令和５年度に比べて、中学校の男子

は減少したが、小学校の女子は横ばい、小学校の男子と中学校の女子は増加した。 

   ・ 「体育が楽しい」と答えた児童生徒の割合は、令和５年度に比べて、小・中学校ともに増

加した。 
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（３）今後の取組 

① 授業改善 

・ 児童や生徒自身が「わかった」「できた」を実感することで、体育・保健体育の「楽しさ」にふ

れることができるよう、個に応じた授業展開に向け、授業改善に取り組む。 

 中学生の体力向上をねらいとして、新体力テストの結果等から学校全体や学年の体力状況を把

握・分析し、学校ごとの目標達成に向けたプログラムを計画、実施、評価、改善する取組である

「PDCA シート」の活用を進める。 

・ 体育科・保健体育科主任研修会の開催や、外部講師や県教育委員会指導主事の学校訪問を通じ

て、効果的な授業づくりに関する指導や助言を行う。 

  ・ 小学校では、外部講師を招聘して体育科の実技研修会を開催したり、外部講師を派遣してモデル

授業を行ったりすることで、体育授業の指導力向上を図る。 

 

② 運動の習慣化 

・ 小学校では、各校に設置されている「子どもの体力向上委員会」が中心となって「健やかタイム

プラン」を計画・実施する。 

 幼小期の安全な運動遊びを園児や児童、保護者、教員に指導・啓発することで、体力向上の土台

を築き、積極的な運動意欲を育む。 

・ 教育情報誌「教育しが」やホームページにおいて、本調査結果を掲載し現状と課題を共有すると

ともに、家庭でも手軽に取り組める多様な動きを伴った運動の紹介などを行い、家庭や地域での

運動遊びの推進に努める。 

・ 県内の児童が、友だちや個人で取り組む種目の記録をインターネット上で共有できる「湖っ子チ

ャレンジランキング」を実施することで、運動への関心を高める契機とし、運動習慣を形成する

とともに、さらなる体力向上を図る。 


